
東　北　般　菜　研　究　　第12　号　　　　　　　　　　　　　　　115

30
2

8

含
　
水
　
率
　
　
（
努
）

6
　
　
4

2
　
　
2

2
　
　
0

2
　
　
2

8
　
　
6

1
　
　
　
1

10‾！ 2　　　4　6　810‾3　　2

枚100軸当り凰畠（〝㌔′8ee）

第5図　　含水率，風量と変質

4．考　　　　　察

以上から変質を生じさせないで一定期間貯蔵するに

は，含水率に応じた送風量が必要であり，この際堆槙

高が高くなれば，上下層間の乾滅速度の違いから上層

は乾燥がおそく，それだけ変質の危険期間は長くなる

ことになる。

変質の発生は樹脂袋等に入れて放置した場合は，8

時間日ごろから変質粒が見られ，24時間を過ぎると

きわめて多くなることは筆者等の試験結果からも明ら

かである。それに比べると通風したことによって数日

の貯留期間を長くしうる効果は認められるが，長期に

34‾4　ゎたって貯蔵するには相当多量の通風を必要とし，こ

の量は第5回から推定すると籾100Kク当り含水率28

多ではおよそ0．1〝㌔′白，24帝ではnOO7〝㌔′8，

22帝ではnOOl′ガ′S．18多では8000°扉′8以
上の風量が必要であるとみられる。

自脱型コンバインの地域適応性について

大内誠一・鷲足文男・岩淵竜夫・遠山勝雄・菅原信義

（宮　城　県　負　試）

1．ま　え　が　き

当面の収穫作業を機械化推進するものとして，自脱

型コンバインが開発され，最近急速に普及する憤向が

見られるが，実際の常長に使用される状態においての

作業能率と，地域のほ場条件や作物条件に対する適応

性が確認されていなかったので，これらについて調査

を行なった結果の一部を報告する。

2．試　験　方　法

1．供式機械

サト一式　　H－50　　　　2粂刈り

三　菱　式　　MC－751　2粂刈り

クボタ式　　HT－125　　5粂刈り

ヰセキ式　　H工）－50　　　2条刈り

2．　試験場所

宮城県仙台市長吉城字屋敷

庄司喜作，大泉権一氏は場

5．試験期日

昭和45年9月24日～10月2日

4　試験条件

第1表に示すとおりである。

川　は場条件

この地域はほ場が未整理状態となっているため，一

筆ごとの区画が比較的小さく，長辺と短辺の関係も機

械での収櫻作業には必ずしも適した形状とはいえなか

った。

しかしながら，その他のほ場条件についてはほとん

ど問題がなく，機械作業を阻害する要因は認められな

かった。

（2）作物条件

作物条件としては本県の代表品種であるササニシキ

を選定供試した。

刈取り時期は適期の9月25日を中心に実験調査を

実施したが，天候の関係でヰセキ式コンバインが適期

を1週間ほど経過した。

作物全長は9口川前後で各区とも大差がなく，刈取

りのおそかったヰセキ区の穂先地上高は55e舵で他区
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に比べ‘～1日Ⅶ低くなっているが，立毛角はほとん　　は大きな差がなかった。

ど差がなかった0　　　　　　　　　　　　　　　　　収量はほ場間違は認められたが，標準収丘のところ

作物の含有水分率は籾の場合，ヰセキ区が240多　　がほとんどであった。

で地区よりも5多前後少なかったが，程水分において

第1表　　は切および作物条件

サ ト　ー式 三　 菱　 式
供試機

項　目
ク　ボタ式 ヰセキ式

沖　 積　 土　 壌　 沖　 揖　 土　 壌 沖　 墳　 土　 壌

埴　　 壌　　 土　 埴　　 壌　　 土 埴　　 壌　　 土

0．4 4　　　　　　　 0．5 4 n 4 9

n 4 1　　　　　　　 0．5 5 8 4 2

15．0　　　　　　 1 2．0 1 5．5

4 0．0　　　　　　　 5 n O 5 0▲5

や　 や　 あ　 り　 ゃ　　 や　　 多 や　　 や　　 多

土　壌　の　種　類

土　　　　　　　　　性

土壌の足跡沈下（C椛）

小型矩形板沈下量（仇）

瞳　畔　の　高　さ（C潤）

畦　畔　の　幅（e花）

揖　草　の　程　度
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艶 柾 様 式 瞳 聞 く呵 2 4 5 2 4 5 2 4 5 2 4 0

！ 挟　 間 （用 ） 2 4 5 2 4 7 2 4 7 2 4 0

作　 物　 全　 長 （C花） 9 5．5 8 乳7 8 鼠7 9 1．5

穂　 先　 地　 上　 高 （e椚） 5 8 5 ‘5．6 d 5．° 5 2．9

立　　 毛　　 角 （度 ） 7 5．8 7 t 5 7 1．5 7 5．8

水　　 分

籾　 （喀 ） 2 ス 4 2 8．5 2 占．5 2 4 0

梓　 （痴 ） ‘鼠 4 8 7 5 占え 5 d R 8

（3）試験の経過

今回の試験調査は各供試擬械とも全日稼働を行なう

予定であったが，三菱式コンバインは降雨に災いされ

て十分な作業能率試験を実施することができなかった。

さらにクボタ式コン㌧ペインについては，刈取部のピ

ックアップ爪が破損したため試験を途中で中止せざる

をえなかった。

全日稼働の可能であったサトー式コン㌧ペインおよび

ヰセキ式コンバインの場合は，乾燥機（25石輩）の

処理能力との国連から全日の勉埋立が制約された。

また，試験は場は作物の倒伏が全然見られず，土壌

硬度もかたく走行性に対する影響が少なかったため，

不良条件に対する各供武儀の適応性はは垣できなかっ

た。

5．試験結果と考察

1．作業能率

サト一式　三菱式　クボタ式　ヰセキ式

第1図　　作　業　能　率
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第1回に示すとおり，正味機械作業時間を基準とす

るは場作業能率では，刈幅による補正をしなくとも，

ヰセキ式コンバインが一番高く，クボタ式コンバイン，

サトー式コンバインの順になっている。

三菱式コンバインの場合は10a程度で一番低い能

率となっている。

これに手刈りや調整時間を加味すると，刈幅が広く，

周囲刈りの少ない（1粂刈取り）クボタ式コソパイン

12　3121212　3

→芹『妻前霊宝

％
3

が毎時鼠‘aとなっており，2粂刈りコンパイソの中

では，すみ刈りの少ないサトー式コンバインが毎時

占，8aで能率が高くなっている。

燃料消費量は5粂刈りのクボタ式が108当り41

且と多かったが，他の2粂刈りは各機とも5ヱぐらい

で大差のない結果であった。
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第2図　　ヘッドロスの分析およびスレッシソグロスの分析
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第5図　　穀粒損失の分析

2．作業制度

第2，5回に示すとおりである。作業速度はクボタ

式コソノミインが0．51～n527花′SeC　と比較的低速で

あったが，他の5枚はn5～0．°刑／see　と速い作業速

度であった。

次に穀粒損失について見ると，ヘッドロスは全般的

に発生が少なく，その範囲は0．1～n25痴となってお

り，なかでもヰセキ式コンバインとサトー式コンバイ

ンが少なく，落下粒の多かったクボタ式コンバインが

やや高い結果を示している。

また，スレッシソグロスは2喀以内に止まっていて，

その内訳として，5番口穀粒損失はヰセキ式コンバイ

ンが他機に比較し少なくなっているが，扱き残しによ

る損失はわずかではあるが多くなっている。一方，さ

さり粒としての損失はクボタ式コソパインがやや多く

なっている。

これらの結果，穀粒損失全体ではクボタ式コンパイ

ソと三菱式コンバインが比較的多くなっているのに対

して，ヰセキ式コンパイソとサト一式コンバインは少

ない損失歩合となっている。

以上，今回の調査において，全穀粒損失を大きく左

右したのはスレッシソグロスであり，そのスレッシソ

グロスを支配した専因は5番口穀粒損失であった。

以上の様な調査結果から，今回供許した自脱型コソ
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パインは一部を除いてははは蒲足しうる作業性能であ

ったが，自脱型コソノミイソ利用上の今後に残された開

題として

1・周囲刈り作業の排除，または適切な処理法の確

立。

2・歩行塾コンバインにおいては，必要な作業視野

の確保。

5．排梓の同時処理装置の考案

4．作物および栽培条件に対する適応性の向上

5・適正作業区画の確保（畦畔乗り越え作業等）

占．ほ場内籾蓮劇作葉の省略

（適正作業区画確保による叛袋の同一場所集税）

7．生籾乾燥作業の流動化

等が考えられる。


